
かき養殖を中心とした
広島湾の生物生産

かき養殖を中心とした
広島湾の生物生産

広島湾再生シンポジウム2008.2.27

広島県立総合技術研究所
水産海洋技術センター
副主任研究員 平田 靖



発表内容発表内容

• かきの生態（マガキについての基礎知識）

– 身体の構造（鰓換水，摂餌）

• かき養殖の歴史

– 海岸線，養殖方式の変遷

• 沿岸海域の物質循環におけるかき養殖

– 食物連鎖と物質循環

• 広島湾の再生と生物生産

– 安心・安全な食べ物の供給源として



マガキのマガキの
生息場所生息場所

天然マガキ
=養殖マガキ



マガキの生態マガキの生態
体構造体構造
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マガキの生態マガキの生態
鰓換水鰓換水

鰓表面の繊毛
運動がおこす
海水の流れ

1個体あたり
1日におよそ
平均150リットル
の海水をろ過する

およそ1ヶ月で広島
湾全ての海水をろ過
できる？



マガキの生態マガキの生態
摂餌摂餌

鰓表面の繊毛運動
による餌の口への
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かき養殖の歴史（太田川かき養殖の歴史（太田川河口河口海岸線の変遷）海岸線の変遷）

紀元前500年頃（貝塚時代）
1700年頃（浅野藩時代）
1870年頃（浅野藩末期）
2005年（現在）
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「広島 太田川デルタの漁業史」 川上雅之 より



かきかき養殖の歴史養殖の歴史（広島市（広島市向洋向洋--昭和初期）昭和初期）

広島県立総合技術研究所 水産海洋技術センター所蔵



かき養殖の歴史（干潟でのかき養殖の歴史（干潟でのかき養殖）かき養殖）

広島県立総合技術研究所 水産海洋技術センター所蔵



かきかき養殖技術の変化養殖技術の変化
干潟から沖合へ（筏式垂下養殖）

干潟は種苗の抑制場としてのみ使用する。

かき筏の設置方法



かき養殖漁場（区画漁業権）
広島

呉
江田島

竹原

筏台数 11,288 台
経営体数 420 
総生産量 19,700 t
生産額 153 億円
生産量/経営体 47 t
生産額/経営体 3,640 万円

(2002年)

かき養殖漁場



広島県の漁業広島県の漁業生産生産

漁業種類別生産量の推移 漁業生産額の魚類別構成比（2005年）

資料：中国四国農政局広島農政事務所 「平成17年広島県漁業の動き」

トン



広島湾でかき養殖が広島湾でかき養殖が400400年以上年以上
続いてきた続いてきた理由理由

• 太田川からの栄養物質の供給

– 植物プランクトン（珪藻類）の安定した増殖

• 太田川からの土砂の供給

– 干潟の拡大と更新

• 広島湾の閉鎖的な構造

– 餌プランクトンとマガキ幼生の拡散防止

– 波浪による養殖施設への破損防止

• 生産者の創意工夫

– 環境変化に応じた養殖技術の改良

– 生産から販売まで（かき船による販路拡大）
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太陽エネルギー

・植物プランクトン
・海藻
光合成による
エネルギー固定と
有機物の生産

細 菌

沿岸生態系における物質とエネルギーの流れ沿岸生態系における物質とエネルギーの流れ

栄養物質の蓄積

赤潮

貧酸素水塊

栄養
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人
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栄養物質の質・量 生物の生息場所の減少

河川
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広島湾の広島湾の再生（再生（栄養物質の供給面から）栄養物質の供給面から）

○量 海底に蓄積 赤潮→貧酸素水塊，継続的な供給が必要

○質 窒素/リン比 赤潮種 珪藻→有害渦べん毛藻

ケイ酸塩 珪藻の増殖に必要

鉄など微量元素 森林の腐植土から供給

珪藻類

渦べん毛藻類

貝毒原因種
魚介類へい死原因種

マガキや動物プランク
トンの餌になる種

珪藻類の安定増殖環境が沿岸生態系を活性化する！



広島湾の再生広島湾の再生

澄んだ美しい海
ゴミのない海

濁った汚い海
赤潮
多量のゴミ

健康な生態系，スムーズな物質循環健康な生態系，スムーズな物質循環
多種多様な生物・豊かな海・持続的生産多種多様な生物・豊かな海・持続的生産

不健全な生態系，物質循環の停滞
少ない生物
貧しい海・低い浄化能力

目標

現状

森・太田川・広島湾を一体とした循環システムの
整備によって，安心・安全な食品を身近な海から


